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この報告では､牙 三部にひきつづき､有限温度の場合について述べる｡ モデ
ルは前回と同様である｡,しかし超流体東城には正常電子があれ Oi]miccJur-
rentが流れるとするo 考えてりる温度領域は臨界温度に比 して十分俵 (､正
常電子の平均自由路 eoは IL,foに比 して十分長いとする〇
結論をいえば､この場合にも､0(VL/C)2,0(lL/孤)2以上を無視する近
似では､fluxjineに driftfoTCe は働かなりっしかし､運動方向とは
逆向きの friction foTCeが働 くOこれは超流体領域にある正常電子の密度
に比例する｡
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基礎方程式は報告 Iと全 く同 じであるo超流体領域で解に IL/COの重度の
変化が生 じ長ので､境界条件を通 して､Core領域中節にも同程度の変化を生
じる.従って麓場ほ一棟ではな (なる｡実際 coTe表面で磁場をつな ぐと
aKや ‖一再 - e紳
a








となる｡ここで βco-β ｡ 従って
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I鍾 )は dlp/dE を示す｡ (I-5)から
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境界条件を使って係数A,Bを決める｡ 3'⊥ については自動的につながる｡･eq ,




とか くと､B,a(0),Bpn(0厄 報告 Iで与えたものになるo
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を用hて力について考えるO 超流体領域 にわたって積･分するo Z方向には単位
長さを取る. fluxlineの driftmotionに関係するy方向の力につVlて
は､報告 Iと同様全 (力をうけな.hoしか しⅩ方向には fTiction~forceが
残b､それは 1(eoに比例する (1AJ.-如 qoVL/C2)O 例えば､Jipは y方向■･-■
に平均の流れを与え､従って 3～nX生によbx方向の力となるol又▽･S も同
様な力を与えるO残 わの項は寄与 しなho結局 totalfoTCeとして
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rentが流れる場合について調べたo flu豆 Ii革eに働 (マグナスカは∴ba-
ckg_roundpositive(巧argeから受ける力と完全に打ち消 し合 うG flux
lineは drifもmotiolTをしない｡ Lz).lーしながら､ 運動方向と吐逆向きの力
を fluxlineは受け､ やがてとまってしまう･3この力は (n-nB)vL に比例
する (nは全電子密度)占~我々が考えたよらな臨界温度より十分低い温度領域
では ､ この力は非常に弔い｡
deSorboの実験結果や fluxlineの振動の問題等については､ひきつづ
き考えてみるつもbセあるO
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